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何を望むのか（What do you want）』とジョーの額のうえで電信する。そして彼は応答する。『私は外






















　ここではいわゆる「患者のニーズ」が問題になっている。彼の『外に出ることを望む（I want to go 
out）』という発言は、「人々が奇妙な姿をした私を見ることを望むこと、そのことを私は望む（I want 
people want to see me who be strange）」というニーズに翻訳でき、それは、他の人間たちのニーズ
を的確にとらえたうえでの経済原理に従った労働意欲である。他方の『私を殺してください（kill me）』
という命令は、自らの手で自らの命を絶つことができない彼の状況を考慮すると、次のニーズに翻訳






0 0 0 0 0 0 0
ニー
ズがとりあげられているわけである。しかし、「患者のニーズ」という言葉においては、医療従事者に
0 0 0 0 0 0
とっての他人のニーズ





























0 0 0 0 0
です。もし人が自由を選んだら一巻の終わりです。彼は即座に両方とも失うのです。もしも命を選んだら、彼
は自由を奪い取られた命を得ることになります」（Lacan, J. : Les quatre concepts fondamentaux de la 
psychanalyse, Paris, Seuil (édition du poche), p.237, 1990）。この映画では、働こうとするジョーのほうが、
「金か命か」の二者択一を他人たちに迫っている。そして彼らは、その二者択一の呈示そのものをなかったこ
とにするのである（おそらく、彼の要求は永遠に無視され続ける）。













がわかる。すなわち、死の代理不可能性が、「もし私が彼だったら（If I were him）」という条件を成
り立たなくさせるのである。他人の社会的ニーズに自らをはめ込む、ということをより詳しくいうと、

























19 ibid., p. 240.
20 幸運なことに、ジョーには、レヴィナスのいう「汝殺すなかれ」と命令する「顔（visage）」がない。
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（a g i e r e  es）。被分析者はそれを、想起としてではなく、行為（Tat）として再現するのであ
る。つまり、自分がそれを反復しているとは知らないままに、それを反復する
0 0 0 0
ということである」（Freud, S.: 






















































なく、欲望なく」（Bion, W. R. : Attention and Interpretation, Karnac, London, §4, 2007.）の「記憶」と「理
解」と「欲望」のそれぞれ対応すると考えられる。それらについては、今後議論を進めていく予定である。
